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【手続補正書】
【提出日】令和3年5月17日(2021.5.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　天然に存在しないサテライト細胞。
【請求項２】
　内因性サテライト細胞の形態に似た形態を示す、請求項１に記載の天然に存在しないサ
テライト細胞。
【請求項３】
　Ｐａｘ７を発現する、請求項１に記載の天然に存在しないサテライト細胞。
【請求項４】
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、筋肉傷害に対する反応を示す、請求項１に記
載の天然に存在しない細胞。
【請求項５】
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、移植後に筋肉再生を引き起こす、請求項１に
記載の天然に存在しない細胞。
【請求項６】
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、少なくとも１つの静止関連遺伝子を発現する
、請求項１に記載の天然に存在しない細胞。
【請求項７】
　前記静止関連遺伝子が、Ｓｐｒｙ１、Ｎｍ１、Ｎｆｉａ、ＦｏｓおよびＤｕｓｐ１から
なる群より選択される、請求項６に記載の天然に存在しない細胞。
【請求項８】
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、少なくとも１つのＮｏｔｃｈシグナル伝達経
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路遺伝子を発現する、請求項１に記載の天然に存在しない細胞。
【請求項９】
　前記Ｎｏｔｃｈシグナル伝達経路遺伝子が、Ｎｏｔｃｈ１、Ｎｏｔｃｈ２、Ｎｏｔｃｈ
３、ＨｅｙＬ、Ｈｅｙ２およびＨｅｓからなる群より選択される、請求項８に記載の天然
に存在しない細胞。
【請求項１０】
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、Ｍｙｆ５を発現する、請求項１に記載の天然
に存在しない細胞。
【請求項１１】
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、Ｐａｘ７、Ｍｙｆ５、少なくとも１つの静止
関連遺伝子および少なくとも１つのＮｏｔｃｈシグナル伝達経路遺伝子を発現する、請求
項１に記載の天然に存在しない細胞。
【請求項１２】
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、図８Ａおよび／または図８Ｃに特定されてい
る少なくとも１つの遺伝子を発現する、請求項１に記載の天然に存在しない細胞。
【請求項１３】
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、図８Ａおよび／または図８Ｃに特定されてい
る少なくとも２つの遺伝子を発現する、請求項１に記載の天然に存在しない細胞。
【請求項１４】
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、図８Ａおよび／または図８Ｃに特定されてい
る少なくとも３つの遺伝子を発現する、請求項１に記載の天然に存在しない細胞。
【請求項１５】
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、図８Ｃに特定されている少なくとも１つの遺
伝子を発現する、請求項１に記載の天然に存在しない細胞。
【請求項１６】
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、図８Ｃに特定されている少なくとも２つの遺
伝子を発現する、請求項１に記載の天然に存在しない細胞。
【請求項１７】
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、図８Ｃに特定されている少なくとも３つの遺
伝子を発現する、請求項１に記載の天然に存在しない細胞。
【請求項１８】
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、ＭｙｏＤを発現しない、請求項１に記載の天
然に存在しない細胞。
【請求項１９】
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、筋芽細胞の集団からのインビトロ脱分化によ
り生産される、請求項１に記載の天然に存在しない細胞。
【請求項２０】
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、脱分化した筋芽細胞に由来する、請求項１に
記載の天然に存在しない細胞。
【請求項２１】
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、培養において拡大増殖可能である、請求項１
に記載の天然に存在しない細胞。
【請求項２２】
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、サテライト細胞ニッチを再配置する能力を有
する、請求項１に記載の天然に存在しない細胞。
【請求項２３】
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、ヒトのものである、請求項１に記載の天然に
存在しない細胞。
【請求項２４】
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、遺伝子改変されていない、請求項１に記載の
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天然に存在しない細胞。
【請求項２５】
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、遺伝子改変されている、請求項１に記載の天
然に存在しない細胞。
【請求項２６】
　請求項１～２５のいずれか一項に記載の細胞を含む、細胞株。
【請求項２７】
　天然に存在しないサテライト細胞を含む組成物であって、
ａ．前記天然に存在しないサテライト細胞が脱分化した筋芽細胞に由来し；
ｂ．前記天然に存在しないサテライト細胞が培養において拡大増殖可能であり；
ｃ．前記天然に存在しないサテライト細胞がサテライト細胞ニッチを再配置する能力を有
し；または
ｄ．前記天然に存在しないサテライト細胞が移植後に筋肉再生を引き起こす、組成物。
【請求項２８】
　前記天然に存在しないサテライト細胞が少なくとも１つの静止関連遺伝子を発現する、
請求項２７に記載の組成物。
【請求項２９】
　前記静止関連遺伝子が、Ｓｐｒｙ１、Ｎｍ１、Ｎｆｉａ、ＦｏｓおよびＤｕｓｐ１から
なる群より選択される、請求項２８に記載の組成物。
【請求項３０】
　前記天然に存在しないサテライト細胞が少なくとも１つのＮｏｔｃｈシグナル伝達経路
遺伝子を発現する、請求項２７に記載の組成物。
【請求項３１】
　前記Ｎｏｔｃｈシグナル伝達経路遺伝子が、Ｎｏｔｃｈ１、Ｎｏｔｃｈ２、Ｎｏｔｃｈ
３、ＨｅｙＬ、Ｈｅｙ２およびＨｅｓからなる群より選択される、請求項３０に記載の組
成物。
【請求項３２】
　前記天然に存在しないサテライト細胞がＭｙｆ５を発現する、請求項２７に記載の組成
物。
【請求項３３】
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、図８Ａおよび／または図８Ｃに特定されてい
る少なくとも１つの遺伝子を発現する、請求項２７に記載の組成物。
【請求項３４】
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、図８Ａおよび／または図８Ｃに特定されてい
る少なくとも２つの遺伝子を発現する、請求項２７に記載の組成物。
【請求項３５】
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、図８Ａおよび／または図８Ｃに特定されてい
る少なくとも３つの遺伝子を発現する、請求項２７に記載の組成物。
【請求項３６】
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、図８Ｃに特定されている少なくとも１つの遺
伝子を発現する、請求項２７に記載の組成物。
【請求項３７】
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、図８Ｃに特定されている少なくとも２つの遺
伝子を発現する、請求項２７に記載の組成物。
【請求項３８】
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、図８Ｃに特定されている少なくとも３つの遺
伝子を発現する、請求項２７に記載の組成物。
【請求項３９】
　前記天然に存在しないサテライト細胞がＭｙｏＤを発現しない、請求項２７に記載の組
成物。
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【請求項４０】
　前記天然に存在しない細胞がＰａｘ７を発現する、請求項２７に記載の組成物。
【請求項４１】
　筋芽細胞の集団から天然に存在しないサテライト細胞を生成する方法であって、スピン
培養中の筋芽細胞を含む細胞集団を、少なくとも１種の培地と、天然に存在しないサテラ
イト細胞への前記スピン培養中の少なくとも１つの筋芽細胞の脱分化を誘導するために十
分な時間接触させることを含む、方法。
【請求項４２】
　前記少なくとも１種の培地が筋芽細胞培地である、請求項４１に記載の方法。
【請求項４３】
　前記少なくとも１種の培地がスピン培地である、請求項４１に記載の方法。
【請求項４４】
　前記少なくとも１種の培地が分化培地である、請求項４１に記載の方法。
【請求項４５】
　筋芽細胞から天然に存在しないサテライト細胞を生成する方法であって、
筋芽細胞を含む細胞集団を筋芽細胞培地と接触させて、拡大増殖した筋芽細胞集団を形成
すること；
スピン培養中の拡大増殖した筋芽細胞集団をスピン培地と接触させて、分化した細胞およ
び増殖性細胞を含む少なくとも１つの骨格筋オルガノイドを形成すること；
スピン培養中の前記少なくとも１つの骨格筋オルガノイドを、分化培地と、天然に存在し
ないサテライト細胞への前記骨格筋オルガノイドの少なくとも１つの増殖性細胞の脱分化
を誘導するために十分な時間接触させること
を含む、方法。
【請求項４６】
　前記細胞集団を、スピン培地の懸濁培養物中で、分化した細胞および増殖性細胞を含む
骨格筋オルガノイドへの前記細胞集団中の前記筋芽細胞のインビトロ変換を誘導するため
に十分な期間維持する、請求項４５に記載の方法。
【請求項４７】
　前記期間が少なくとも１０日間を含む、請求項４６に記載の方法。
【請求項４８】
　前記期間が１０日間～３０日間を含む、請求項４６に記載の方法。
【請求項４９】
　前記期間が１０～２０日間を含む、請求項４６に記載の方法。
【請求項５０】
　前記期間が２０日間を含む、請求項４６に記載の方法。
【請求項５１】
　前記少なくとも１つの骨格筋オルガノイドを、懸濁培養物中で、少なくとも１つの天然
に存在しないサテライト細胞への前記骨格筋オルガノイドの前記増殖性細胞の少なくとも
１つのインビトロ脱分化を誘導するために十分な期間維持する、請求項４５に記載の方法
。
【請求項５２】
　前記期間が少なくとも１０日間を含む、請求項５１に記載の方法。
【請求項５３】
　前記期間が１０日間～３０日間を含む、請求項５１に記載の方法。
【請求項５４】
　前記期間が１０～２０日間を含む、請求項５１に記載の方法。
【請求項５５】
　前記期間が１０日間を含む、請求項５１に記載の方法。
【請求項５６】
　前記細胞集団中の前記筋芽細胞の少なくとも１％が、天然に存在しないサテライト細胞
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に脱分化するように誘導される、請求項４５に記載の方法。
【請求項５７】
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、Ｐａｘ７、Ｍｙｆ５、少なくとも１つの静止
関連遺伝子および少なくとも１つのＮｏｔｃｈシグナル伝達経路遺伝子を発現する、請求
項４５に記載の方法。
【請求項５８】
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、図８Ａおよび／または図８Ｃに特定されてい
る少なくとも１つの遺伝子を発現する、請求項４５に記載の方法。
【請求項５９】
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、図８Ａおよび／または図８Ｃに特定されてい
る少なくとも２つの遺伝子を発現する、請求項４５に記載の方法。
【請求項６０】
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、図８Ａおよび／または図８Ｃに特定されてい
る少なくとも３つの遺伝子を発現する、請求項４５に記載の方法。
【請求項６１】
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、図８Ｃに特定されている少なくとも１つの遺
伝子を発現する、請求項４５に記載の方法。
【請求項６２】
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、図８Ｃに特定されている少なくとも２つの遺
伝子を発現する、請求項４５に記載の方法。
【請求項６３】
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、図８Ｃに特定されている少なくとも３つの遺
伝子を発現する、請求項４５に記載の方法。
【請求項６４】
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、筋肉傷害に対する反応を示す、請求項４５に
記載の方法。
【請求項６５】
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、移植後に筋肉再生を促す、請求項４５に記載
の方法。
【請求項６６】
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、脱分化した筋芽細胞に由来する、請求項４５
に記載の方法。
【請求項６７】
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、サテライト細胞ニッチを再配置する能力を有
する、請求項４５に記載の方法。
【請求項６８】
　前記天然に存在しないサテライト細胞がヒト細胞を含む、請求項４５に記載の方法。
【請求項６９】
　天然に存在しないサテライト細胞のインビトロ生成が拡大縮小可能である、請求項４５
に記載の方法。
【請求項７０】
　前記天然に存在しないサテライト細胞が培養において拡大増殖可能である、請求項４５
に記載の方法。
【請求項７１】
　請求項４５～７０のいずれか一項に記載の方法にしたがって生産された、天然に存在し
ないサテライト細胞の単離された集団。
【請求項７２】
　被包された請求項７１に記載の天然に存在しないサテライト細胞の単離された集団を含
む、マイクロカプセル。
【請求項７３】
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　請求項４５～７０のいずれか一項に記載の方法にしたがって生産された天然に存在しな
いサテライト細胞の集団を含む、組成物。
【請求項７４】
　請求項４５～７０のいずれか一項に記載の方法にしたがって生産された天然に存在しな
いサテライト細胞の単離された集団を含む、アッセイ。
【請求項７５】
　少なくとも１つの天然に存在しないサテライト細胞への少なくとも１つの筋芽細胞の脱
分化を促進する１つまたはそれを超える候補薬剤の同定において使用するための、請求項
７４に記載のアッセイ。
【請求項７６】
　処置を必要とする被験体を処置するための、請求項４５～７０のいずれか一項に記載の
方法にしたがって生産されたサテライト細胞の単離された集団を含む、組成物。
【請求項７７】
　前記サテライト細胞がマイクロカプセル中に被包されている、請求項７６に記載の組成
物。
【請求項７８】
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、前記天然に存在しないサテライト細胞を投与
する同じ被験体から得られた筋芽細胞の集団から生産される、請求項７６に記載の組成物
。
【請求項７９】
　前記被験体が筋肉変性障害を有するか、または筋肉変性障害を発症する増加したリスク
を有する、請求項７６に記載の組成物。
【請求項８０】
　前記被験体が筋肉外傷を有するか、または筋肉外傷を発症する増加したリスクを有する
、請求項７６に記載の組成物。
【請求項８１】
　前記被験体がサルコペニアを有するか、またはサルコペニアを発症する増加したリスク
を有する、請求項７６に記載の組成物。
【請求項８２】
　請求項４５～７０のいずれかに記載の方法により生産された天然に存在しないサテライ
ト細胞の単離された集団を含む組成物であって、投与を必要とする被験体に投与されるこ
とを特徴とする、組成物。
【請求項８３】
　前記天然に存在しないサテライト細胞の単離された集団が、マイクロカプセル中に被包
されて前記被験体に投与されるものである、請求項８２に記載の組成物。
【請求項８４】
　前記被験体が筋肉変性障害を有するか、または筋肉変性障害を発症する増加したリスク
を有する、請求項８２に記載の組成物。
【請求項８５】
　前記被験体が筋肉外傷を有するか、または筋肉外傷を発症する増加したリスクを有する
、請求項８２に記載の組成物。
【請求項８６】
　前記被験体が筋肉外傷を有するか、または筋肉外傷を発症する増加したリスクを有する
、請求項８２に記載の組成物。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００２１】
　特許または出願ファイルは、カラーで作成された少なくとも１つの図面を含む。カラー
図面を含む本特許または特許出願公報のコピーは、請求および必要な料金の支払いにより
、官庁により提供されるであろう。
　特定の実施形態では、例えば以下の項目が提供される。
（項目１）
　天然に存在しないサテライト細胞。
（項目２）
　内因性サテライト細胞の形態に似た形態を示す、項目１に記載の天然に存在しないサテ
ライト細胞。
（項目３）
　Ｐａｘ７を発現する、項目１に記載の天然に存在しないサテライト細胞。
（項目４）
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、筋肉傷害に対する反応を示す、項目１に記載
の天然に存在しない細胞。
（項目５）
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、移植後に筋肉再生を引き起こす、項目１に記
載の天然に存在しない細胞。
（項目６）
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、少なくとも１つの静止関連遺伝子を発現する
、項目１に記載の天然に存在しない細胞。
（項目７）
　前記静止関連遺伝子が、Ｓｐｒｙ１、Ｎｍ１、Ｎｆｉａ、ＦｏｓおよびＤｕｓｐ１から
なる群より選択される、項目６に記載の天然に存在しない細胞。
（項目８）
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、少なくとも１つのＮｏｔｃｈシグナル伝達経
路遺伝子を発現する、項目１に記載の天然に存在しない細胞。
（項目９）
　前記Ｎｏｔｃｈシグナル伝達経路遺伝子が、Ｎｏｔｃｈ１、Ｎｏｔｃｈ２、Ｎｏｔｃｈ
３、ＨｅｙＬ、Ｈｅｙ２およびＨｅｓからなる群より選択される、項目８に記載の天然に
存在しない細胞。
（項目１０）
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、Ｍｙｆ５を発現する、項目１に記載の天然に
存在しない細胞。
（項目１１）
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、Ｐａｘ７、Ｍｙｆ５、少なくとも１つの静止
関連遺伝子および少なくとも１つのＮｏｔｃｈシグナル伝達経路遺伝子を発現する、項目
１に記載の天然に存在しない細胞。
（項目１２）
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、図８Ａおよび／または図８Ｃに特定されてい
る少なくとも１つの遺伝子を発現する、項目１に記載の天然に存在しない細胞。
（項目１３）
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、図８Ａおよび／または図８Ｃに特定されてい
る少なくとも２つの遺伝子を発現する、項目１に記載の天然に存在しない細胞。
（項目１４）
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、図８Ａおよび／または図８Ｃに特定されてい
る少なくとも３つの遺伝子を発現する、項目１に記載の天然に存在しない細胞。
（項目１５）
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、図８Ｃに特定されている少なくとも１つの遺
伝子を発現する、項目１に記載の天然に存在しない細胞。
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（項目１６）
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、図８Ｃに特定されている少なくとも２つの遺
伝子を発現する、項目１に記載の天然に存在しない細胞。
（項目１７）
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、図８Ｃに特定されている少なくとも３つの遺
伝子を発現する、項目１に記載の天然に存在しない細胞。
（項目１８）
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、ＭｙｏＤを発現しない、項目１に記載の天然
に存在しない細胞。
（項目１９）
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、筋芽細胞の集団からのインビトロ脱分化によ
り生産される、項目１に記載の天然に存在しない細胞。
（項目２０）
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、脱分化した筋芽細胞に由来する、項目１に記
載の天然に存在しない細胞。
（項目２１）
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、培養において拡大増殖可能である、項目１に
記載の天然に存在しない細胞。
（項目２２）
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、サテライト細胞ニッチを再配置する能力を有
する、項目１に記載の天然に存在しない細胞。
（項目２３）
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、ヒトのものである、項目１に記載の天然に存
在しない細胞。
（項目２４）
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、遺伝子改変されていない、項目１に記載の天
然に存在しない細胞。
（項目２５）
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、遺伝子改変されている、項目１に記載の天然
に存在しない細胞。
（項目２６）
　項目１～２５のいずれか一項に記載の細胞を含む、細胞株。
（項目２７）
　天然に存在しないサテライト細胞を含む組成物であって、
ａ．前記天然に存在しないサテライト細胞が脱分化した筋芽細胞に由来し；
ｂ．前記天然に存在しないサテライト細胞が培養において拡大増殖可能であり；
ｃ．前記天然に存在しないサテライト細胞がサテライト細胞ニッチを再配置する能力を有
し；または
ｄ．前記天然に存在しないサテライト細胞が移植後に筋肉再生を引き起こす、組成物。
（項目２８）
　前記天然に存在しないサテライト細胞が少なくとも１つの静止関連遺伝子を発現する、
項目２７に記載の組成物。
（項目２９）
　前記静止関連遺伝子が、Ｓｐｒｙ１、Ｎｍ１、Ｎｆｉａ、ＦｏｓおよびＤｕｓｐ１から
なる群より選択される、項目２８に記載の組成物。
（項目３０）
　前記天然に存在しないサテライト細胞が少なくとも１つのＮｏｔｃｈシグナル伝達経路
遺伝子を発現する、項目２７に記載の組成物。
（項目３１）
　前記Ｎｏｔｃｈシグナル伝達経路遺伝子が、Ｎｏｔｃｈ１、Ｎｏｔｃｈ２、Ｎｏｔｃｈ
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３、ＨｅｙＬ、Ｈｅｙ２およびＨｅｓからなる群より選択される、項目３０に記載の組成
物。
（項目３２）
　前記天然に存在しないサテライト細胞がＭｙｆ５を発現する、項目２７に記載の組成物
。
（項目３３）
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、図８Ａおよび／または図８Ｃに特定されてい
る少なくとも１つの遺伝子を発現する、項目２７に記載の組成物。
（項目３４）
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、図８Ａおよび／または図８Ｃに特定されてい
る少なくとも２つの遺伝子を発現する、項目２７に記載の組成物。
（項目３５）
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、図８Ａおよび／または図８Ｃに特定されてい
る少なくとも３つの遺伝子を発現する、項目２７に記載の組成物。
（項目３６）
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、図８Ｃに特定されている少なくとも１つの遺
伝子を発現する、項目２７に記載の組成物。
（項目３７）
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、図８Ｃに特定されている少なくとも２つの遺
伝子を発現する、項目２７に記載の組成物。
（項目３８）
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、図８Ｃに特定されている少なくとも３つの遺
伝子を発現する、項目２７に記載の組成物。
（項目３９）
　前記天然に存在しないサテライト細胞がＭｙｏＤを発現しない、項目２７に記載の組成
物。
（項目４０）
　前記天然に存在しない細胞がＰａｘ７を発現する、項目２７に記載の組成物。
（項目４１）
　筋芽細胞の集団から天然に存在しないサテライト細胞を生成する方法であって、スピン
培養中の筋芽細胞を含む細胞集団を、少なくとも１種の培地と、天然に存在しないサテラ
イト細胞への前記スピン培養中の少なくとも１つの筋芽細胞の脱分化を誘導するために十
分な時間接触させることを含む、方法。
（項目４２）
　前記少なくとも１種の培地が筋芽細胞培地である、項目４１に記載の方法。
（項目４３）
　前記少なくとも１種の培地がスピン培地である、項目４１に記載の方法。
（項目４４）
　前記少なくとも１種の培地が分化培地である、項目４１に記載の方法。
（項目４５）
　筋芽細胞から天然に存在しないサテライト細胞を生成する方法であって、
筋芽細胞を含む細胞集団を筋芽細胞培地と接触させて、拡大増殖した筋芽細胞集団を形成
すること；
スピン培養中の拡大増殖した筋芽細胞集団をスピン培地と接触させて、分化した細胞およ
び増殖性細胞を含む少なくとも１つの骨格筋オルガノイドを形成すること；
スピン培養中の前記少なくとも１つの骨格筋オルガノイドを、分化培地と、天然に存在し
ないサテライト細胞への前記骨格筋オルガノイドの少なくとも１つの増殖性細胞の脱分化
を誘導するために十分な時間接触させること
を含む、方法。
（項目４６）
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　前記細胞集団を、スピン培地の懸濁培養物中で、分化した細胞および増殖性細胞を含む
骨格筋オルガノイドへの前記細胞集団中の前記筋芽細胞のインビトロ変換を誘導するため
に十分な期間維持する、項目４５に記載の方法。
（項目４７）
　前記期間が少なくとも１０日間を含む、項目４６に記載の方法。
（項目４８）
　前記期間が１０日間～３０日間を含む、項目４６に記載の方法。
（項目４９）
　前記期間が１０～２０日間を含む、項目４６に記載の方法。
（項目５０）
　前記期間が２０日間を含む、項目４６に記載の方法。
（項目５１）
　前記少なくとも１つの骨格筋オルガノイドを、懸濁培養物中で、少なくとも１つの天然
に存在しないサテライト細胞への前記骨格筋オルガノイドの前記増殖性細胞の少なくとも
１つのインビトロ脱分化を誘導するために十分な期間維持する、項目４５に記載の方法。
（項目５２）
　前記期間が少なくとも１０日間を含む、項目５１に記載の方法。
（項目５３）
　前記期間が１０日間～３０日間を含む、項目５１に記載の方法。
（項目５４）
　前記期間が１０～２０日間を含む、項目５１に記載の方法。
（項目５５）
　前記期間が１０日間を含む、項目５１に記載の方法。
（項目５６）
　前記細胞集団中の前記筋芽細胞の少なくとも１％が、天然に存在しないサテライト細胞
に脱分化するように誘導される、項目４５に記載の方法。
（項目５７）
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、Ｐａｘ７、Ｍｙｆ５、少なくとも１つの静止
関連遺伝子および少なくとも１つのＮｏｔｃｈシグナル伝達経路遺伝子を発現する、項目
４５に記載の方法。
（項目５８）
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、図８Ａおよび／または図８Ｃに特定されてい
る少なくとも１つの遺伝子を発現する、項目４５に記載の方法。
（項目５９）
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、図８Ａおよび／または図８Ｃに特定されてい
る少なくとも２つの遺伝子を発現する、項目４５に記載の方法。
（項目６０）
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、図８Ａおよび／または図８Ｃに特定されてい
る少なくとも３つの遺伝子を発現する、項目４５に記載の方法。
（項目６１）
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、図８Ｃに特定されている少なくとも１つの遺
伝子を発現する、項目４５に記載の方法。
（項目６２）
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、図８Ｃに特定されている少なくとも２つの遺
伝子を発現する、項目４５に記載の方法。
（項目６３）
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、図８Ｃに特定されている少なくとも３つの遺
伝子を発現する、項目４５に記載の方法。
（項目６４）
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、筋肉傷害に対する反応を示す、項目４５に記
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載の方法。
（項目６５）
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、移植後に筋肉再生を促す、項目４５に記載の
方法。
（項目６６）
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、脱分化した筋芽細胞に由来する、項目４５に
記載の方法。
（項目６７）
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、サテライト細胞ニッチを再配置する能力を有
する、項目４５に記載の方法。
（項目６８）
　前記天然に存在しないサテライト細胞がヒト細胞を含む、項目４５に記載の方法。
（項目６９）
　天然に存在しないサテライト細胞のインビトロ生成が拡大縮小可能である、項目４５に
記載の方法。
（項目７０）
　前記天然に存在しないサテライト細胞が培養において拡大増殖可能である、項目４５に
記載の方法。
（項目７１）
　項目４５～７０のいずれか一項に記載の方法にしたがって生産された、天然に存在しな
いサテライト細胞の単離された集団。
（項目７２）
　被包された項目７１に記載の天然に存在しないサテライト細胞の単離された集団を含む
、マイクロカプセル。
（項目７３）
　項目４５～７０のいずれか一項に記載の方法にしたがって生産された天然に存在しない
サテライト細胞の集団を含む、組成物。
（項目７４）
　項目４５～７０のいずれか一項に記載の方法にしたがって生産された天然に存在しない
サテライト細胞の単離された集団を含む、アッセイ。
（項目７５）
　少なくとも１つの天然に存在しないサテライト細胞への少なくとも１つの筋芽細胞の脱
分化を促進する１つまたはそれを超える候補薬剤の同定において使用するための、項目７
４に記載のアッセイ。
（項目７６）
　処置を必要とする被験体を処置するための方法であって、被験体に、項目４５～７０の
いずれか一項に記載の方法にしたがって生産されたサテライト細胞の単離された集団を含
む組成物を投与することを含む、方法。
（項目７７）
　前記サテライト細胞がマイクロカプセル中に被包されている、項目７６に記載の方法。
（項目７８）
　前記天然に存在しないサテライト細胞が、前記天然に存在しないサテライト細胞を投与
する同じ被験体から得られた筋芽細胞の集団から生産される、項目７６に記載の方法。
（項目７９）
　前記被験体が筋肉変性障害を有するか、または筋肉変性障害を発症する増加したリスク
を有する、項目７６に記載の方法。
（項目８０）
　前記被験体が筋肉外傷を有するか、または筋肉外傷を発症する増加したリスクを有する
、項目７６に記載の方法。
（項目８１）
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　前記被験体がサルコペニアを有するか、またはサルコペニアを発症する増加したリスク
を有する、項目７６に記載の方法。
（項目８２）
　投与を必要とする被験体に投与するための、項目４５～７０のいずれかに記載の方法に
より生産された天然に存在しないサテライト細胞の単離された集団の使用。
（項目８３）
　前記天然に存在しないサテライト細胞の単離された集団が、マイクロカプセル中に被包
されて前記被験体に投与される、項目８２に記載の使用。
（項目８４）
　前記被験体が筋肉変性障害を有するか、または筋肉変性障害を発症する増加したリスク
を有する、項目８２に記載の使用。
（項目８５）
　前記被験体が筋肉外傷を有するか、または筋肉外傷を発症する増加したリスクを有する
、項目８２に記載の使用。
（項目８６）
　前記被験体が筋肉外傷を有するか、または筋肉外傷を発症する増加したリスクを有する
、項目８２に記載の使用。
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